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(57)【要約】
　輝度向上フィルムまたは光ターニングフィルムなどの
微細構造物品が本発明により記載される。微細構造物品
は、少なくとも１つのオリゴマーウレタン（メタ）アク
リレートを有する有機成分と表面改質シリカナノ粒子と
を含む組成物の反応生成物を含んでなる、輝度向上重合
構造物を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのオリゴマーウレタン（メタ）アクリレートを有する有機成分と表面改
質シリカナノ粒子とを含む組成物の反応生成物を含んでなる輝度向上重合構造物を備えた
、輝度向上フィルム。
【請求項２】
　前記重合構造物が、第１の表面に沿って延在する複数のリッジを有する、請求項１に記
載の輝度向上フィルム。
【請求項３】
　前記シリカナノ粒子が、１ｎｍより大きく１００ｎｍより小さい一次粒度を有する、請
求項１に記載の輝度向上フィルム。
【請求項４】
　前記シリカナノ粒子が５～７５ｎｍの一次粒度を有する、請求項１に記載の輝度向上フ
ィルム。
【請求項５】
　前記シリカナノ粒子が、１０～３０ｎｍの範囲の一次粒度を有する、請求項１に記載の
輝度向上フィルム。
【請求項６】
　前記シリカが前記重合構造物の１０～６０質量％を占める、請求項１に記載の輝度向上
フィルム。
【請求項７】
　前記シリカが前記重合構造物の１０～４０質量％を占める、請求項１に記載の輝度向上
フィルム。
【請求項８】
　前記組成物が、ジルコニア、チタニア、酸化アンチモン、アルミナ、酸化スズ、それら
の混合金属酸化物、またはそれらの混合物から選択されたナノ粒子をさらに含む、請求項
１に記載の輝度向上フィルム。
【請求項９】
　前記表面改質ナノ粒子が前記有機成分と重合可能である、請求項１に記載の輝度向上フ
ィルム。
【請求項１０】
　前記組成物が光開始剤を含む、請求項１に記載の輝度向上フィルム。
【請求項１１】
　前記オリゴマーウレタン（メタ）アクリレートがオリゴマー多（メタ）アクリレートで
ある、請求項１に記載の輝度向上フィルム。
【請求項１２】
　前記オリゴマーウレタン（メタ）アクリレートが２，２，４－トリメチルヘキサン１，
６－ジイソシアネート、ポリカプロラクトンジオールおよび２－ヒドロキシエチルメタク
リレートの反応生成物である、請求項１に記載の輝度向上フィルム物品。
【請求項１３】
　前記有機成分が、（メタ）アクリレートモノマー、スチレンモノマー、および窒素含有
複素環エチレン性不飽和モノマーから選択された少なくとも１つのモノマーを含む、請求
項１に記載の輝度向上フィルム。
【請求項１４】
　前記モノマーがポリオール多（メタ）アクリレートである、請求項１３に記載の輝度向
上フィルム。
【請求項１５】
　前記ポリオール（メタ）アクリレートがヘキサンジオールジアクリレートである、請求
項１４に記載の輝度向上フィルム。
【請求項１６】
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　前記有機成分が、約３０～１００質量％のオリゴマーウレタン多（メタ）アクリレート
を含む、請求項１に記載の輝度向上フィルム。
【請求項１７】
　前記重合構造物に光学的に結合された基層をさらに含む、請求項１に記載の輝度向上フ
ィルム。
【請求項１８】
　前記基層がスチレン－アクリロニトリル、セルローストリアセテート、ポリメチルメタ
クリレート、ポリエステル、ポリカーボネート、ポリエチレンナフタレート、ナフタレン
ジカルボン酸のコポリマー、またはそれらの混合物を含む、請求項１７に記載の輝度向上
フィルム。
【請求項１９】
　前記基層が偏光層である、請求項１７に記載の輝度向上フィルム。
【請求項２０】
　前記基層が反射偏光層である、請求項１９に記載の輝度向上フィルム。
【請求項２１】
　（ａ）発光表面を有する照明用デバイスと、
　（ｂ）前記発光表面に略平行に配置された請求項１に記載の輝度向上フィルムとを含む
デバイス。
【請求項２２】
　前記照明用デバイスが、バックライト付きディスプレイデバイスまたは液晶ディスプレ
イデバイスである、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項２３】
　ハンドヘルドデバイス、コンピュータディスプレイおよびテレビから選択される、請求
項２１に記載のデバイス。
【請求項２４】
　少なくとも１つのオリゴマーウレタン（メタ）アクリレートを有する有機成分と表面改
質シリカナノ粒子とを含む組成物の反応生成物を含んでなる重合構造物を備えた、光ター
ニングフィルム。
【請求項２５】
　（ａ）発光表面を有する光導波路を有する照明源と、
　（ｂ）前記光導波路に略平行に配置された請求項２４に記載の光ターニングフィルムで
あって、該ターニングフィルムが、第１の表面と、第２の表面と、前記第１の表面上に形
成されたプリズムのアレイとを有しており、前記光導波路の前記発光表面を出る光線が、
前記第２の表面経由でかつ所望の角度方向にほぼ沿って前記ターニングフィルムを出るよ
うに前記プリズムのアレイに当たりかつ前記プリズムのアレイによって反射および屈折す
るように、前記発光表面に対して前記第１の表面が配置された状態で配置されているター
ニングフィルムとを備えた照明デバイスであって、
　前記プリズムのアレイが、第１のプリズム構成を各々有する第１の複数のプリズムと、
前記第１のプリズム構成とは異なった、第２のプリズム構成を各々有する第２の複数のプ
リズムとを備え、前記第１のプリズム構成および前記第２のプリズム構成は、前記第２の
表面を出る光線が前記光導波路に入る光線の実質的に均一なサンプリングに対応するよう
になっている、照明デバイス。
【請求項２６】
　少なくとも１つのオリゴマーウレタン（メタ）アクリレートを有する有機成分と表面改
質シリカナノ粒子とを含む組成物の反応生成物を含んでなる重合構造物を備えた、微細構
造物品。
【請求項２７】
　再帰反射性である、請求項２６に記載の微細構造物品。
【請求項２８】
　プラズマディスプレイパネルのためのバリアリブを製造するために適した可撓性の型で
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ある、請求項２６に記載の微細構造物品。
【請求項２９】
　頂点を有する複数のリッジを含む、請求項１に記載の輝度向上フィルム。
【請求項３０】
　前記頂点が丸みを帯び、４～１５マイクロメートルの範囲の半径を有する、請求項２９
に記載の輝度向上フィルム。
【請求項３１】
　頂点を有する複数のリッジを含む、請求項２４に記載のターニングフィルム。
【請求項３２】
　前記頂点が丸みを帯び、０．５～１０マイクロメートルの範囲の半径を有する、請求項
３１に記載のターニングフィルム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　米国特許第５，１７５，０３０明細書および米国特許第５，１８３，５９７号明細書に
記載されるような特定の微細複製光学製品は、一般的に「輝度向上フィルム」と呼ばれて
いる。エレクトロルミネセントパネル、ラップトップコンピューターディスプレイ、ワー
プロ、デスクトップモニター、テレビ、ビデオカメラ、ならびに自動車用および航空機用
ディスプレイにおいて使用されるものを含めた液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）などのバック
ライト付フラットパネルディスプレイの輝度を増加させるために、輝度向上フィルムは多
くの電子製品において利用される。
【０００２】
　輝度向上フィルムは、生じた輝度ゲイン（すなわち「ゲイン」）に関連のある輝度向上
フィルムの屈折率を含めた特定の光学特性および物理特性を望ましく示す。輝度の改善に
よって、より少ない電力を使用してディスプレイを照明し、それによって電力消費を低減
し、その部品における熱負荷を低下し、そして製品寿命を延長することによって、電子製
品をより効率的に動作させることが可能となる。
【０００３】
　例えば米国特許第５，９０８，８７４号明細書、米国特許第５，９３２，６２６明細書
、米国特許第６，１０７，３６４明細書、米国特許第６，２８０，０６３明細書、米国特
許第６，３５５，７５４明細書、ならびにＥＰ１０１４１１３明細書および国際公開第０
３／０７６５２８号パンフレットに記載されるように、硬化または重合される高屈折率モ
ノマーから輝度向上フィルムは調製される。
【０００４】
　輝度向上フィルムの製造のために適切である様々な重合性組成物が既知であるが、代替
組成物において工業的利点が見出される。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　輝度向上フィルムまたは光ターニングフィルムなどの微細構造物品が本明細書において
記載される。前記微細構造物品は、少なくとも１つのオリゴマーウレタン（メタ）アクリ
レートを有する有機成分と表面改質シリカナノ粒子とを含む組成物の反応生成物を含んで
なる、輝度向上重合構造物を備えている。
【０００６】
　本発明は、添付した図面と共に本発明の様々な実施形態の以下の詳細な説明を考慮して
、より完全に理解することができる。
【０００７】
　本発明は様々な変更および改変が可能であるが、その詳細は図面において例示され、詳
細に記載される。しかしながら、本発明は、記載された特定の実施形態に本発明を限定す
るものではないことは、理解されるはずである。反対に、本発明は、本発明の趣旨および
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範囲内にある全ての変更、等価物、および代替物を包含するものとする。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　用語「微細構造」は、米国特許第４，５７６，８５０号明細書に定義および説明された
ように本明細書において用いられる。従って、それは、微細構造を有する物品の予め決め
られた所望の実用目的または機能を示すかまたは特徴づける表面の構成を意味する。セン
ターラインより上の表面プロファイルによって包含された面積の合計が前記ラインより下
の面積の合計に等しいように前記物品の表面の突起および窪みなどの不連続部分は、微細
構造にわたって引かれた平均センターラインからプロファイルにおいて外れ、前記ライン
は、物品の（微細構造を有する）公称表面に本質的に平行である。前記偏りの高さは、典
型的に、表面の代表的な特徴長さ、例えば、１～３０ｃｍにわたって光学または電子顕微
鏡によって測定されたとき、約±０．００５～±７５０μｍである。前記平均センターラ
インは、ピアノ、凹形、凸形、非球面またはそれらの組合せであってもよい。前記偏りが
低いオーダー、例えば、±０．００５±０．１または、好ましくは、±０．０５μｍであ
り、前記偏りが頻出しないかまたは最小の出現である、すなわち、表面があらゆる有意な
不連続部分を含有しない物品は微細構造を有する表面が本質的に「平ら」または「平滑な
」表面である物品であり、このような物品は、例えば、眼科用レンズなど、精密光学要素
または精密光学境界面を有する要素として有用である。前記偏りが低いオーダーであり頻
出する物品には、反射防止微細構造を有する物品がある。前記偏りが高いオーダー、例え
ば、±０．１～±７５０μｍであり、同一または異なっておりランダムにまたは規則的に
離隔されるかまたは接触している複数の実用的不連続部分を含む微細構造による物品は、
再帰反射キューブ－コーナーシート材料、リニアフレネルレンズ、ビデオディスクおよび
輝度向上フィルムなどの物品である。微細構造を有する表面は、前記低いおよび高いオー
ダーの両方の実用的不連続部分を含有することができる。微細構造を有する表面は、その
量またはタイプが前記物品の予め決められた所望の有用性を著しく妨げないかまたは悪影
響を与えない限り、外来のまたは非実用的不連続部分を含有してもよい。
【０００９】
　輝度向上フィルムは一般に、照明用デバイスの軸方向の輝き（本明細書において「輝度
」と称される）を向上させる。輝度向上フィルムは、光透過性微細構造フィルムであって
もよい。微細構造トポグラフィーは、フィルムを用いて反射および屈折によって光を方向
変換するためのフィルム表面上の複数のプリズムであってもよい。プリズムの高さは典型
的に、約１～７５μｍの範囲である。ラップトップコンピュータ、腕時計等に見られるよ
うな光ディスプレイにおいて使用されるとき、微細構造光学フィルムは、光ディスプレイ
を通して延びている垂直軸から所望の角度において配置された一対の平面内にディスプレ
イから出る光を限定することによって、光ディスプレイの輝度を増加させることができる
。結果として、許容範囲外にディスプレイを出る光は、それの一部が「再循環され」うる
場合、反射されてディスプレイに戻され、それがディスプレイから出ることを可能にする
角度において微細構造フィルムに戻される。再循環は、所望のレベルの輝度を有するディ
スプレイを提供するために必要とされる電力消費を低減することができるので、有用であ
る。
【００１０】
　再帰反射フィルムは一般に、その主面に垂直な軸を中心にしたシート材料の回転配向（
ｒｏｔａｔｉｏｎａｌ　ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ）に関係なく比較的高い照射角（入口角
度）において入射光のかなりのパーセンテージを戻すことができる。キューブコーナー再
帰反射フィルムは、略平面基礎表面と、前記基礎表面の反対側の複数のキューブコーナー
要素を含む構造表面とを典型的に有する本体部分を備えることができる。各キューブコー
ナー要素は、単一基準点、または頂点において典型的に交わる３つの相互に略垂直な光学
面を備えることができる。キューブコーナー要素のベースは、光がそれを通してキューブ
コーナー要素中に伝達される開口として作用する。米国特許第５，８９８，５２３号明細
書に記載されているように、使用時に、シート材料の基礎表面上に入射する光は、シート
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材料の基礎表面において屈折され、シート材料上に配置されたキューブコーナー要素の各
ベースを通して伝達され、３つの垂直なキューブコーナー光学面の各々から反射され、光
源の方向に方向転換される。
【００１１】
　以下の定義された用語について、異なった定義が特許請求の範囲または本明細書のどこ
か他で与えられない限り、これらの定義を適用するものとする。
【００１２】
　用語「ポリマー」は、ポリマー、コポリマー（例えば、２つ以上の異なったモノマーを
用いて形成されたポリマー）、オリゴマーおよびそれらの組合せ、ならびに例えば、同時
押出またはエステル交換などの反応によって混和性ブレンドに形成され得るポリマー、オ
リゴマー、またはコポリマーを含めるものとして理解される。特に指示しない限り、ブロ
ックコポリマーおよびランダムコポリマーの両方を含める。
【００１３】
　用語「屈折率」は、自由空間における電磁放射線の速度の、その材料中の前記放射線の
速度に対する比であると理解される材料の絶対屈折率として本明細書において定義される
。前記屈折率は、公知の方法を用いて測定することができ、一般に、可視光線領域におい
てアッベ屈折計を用いて測定された。
【００１４】
　本明細書において用語「ナノ粒子」は、約１００ｎｍより小さい直径を有する粒子（一
次粒子または会合一次粒子）を意味すると定義される。
【００１５】
　本明細書中で用いられるとき、用語「会合粒子」は、凝結される、および／または凝集
される２つ以上の一次粒子の集まりを指す。
【００１６】
　本明細書中で用いられるとき、用語「凝結」は、互いに化学結合していてもよい一次粒
子間の強い会合を説明する。より小さな粒子への凝結体の分解は達成が困難である。
【００１７】
　本明細書中で用いられるとき、用語「凝集」は、電荷または極性によって一緒に保持さ
れる場合がありかつより小さな実体に分解されうる一次粒子の弱い会合を説明する。
【００１８】
　用語「一次粒度」は、非会合単一粒子のサイズとして本明細書に記載される。
【００１９】
　用語「ゾル」は、液相中のコロイド粒子の分散体または懸濁液として本明細書において
定義される。
【００２０】
　用語「安定な分散体」は、コロイドナノ粒子が約２４時間などの或る時間、例えば室温
（約２０～２２℃）、大気圧、および極電磁力がない周囲条件下で放置した後に凝集しな
い分散体として本明細書において定義される。
【００２１】
　用語「ゲイン」は、輝度向上フィルムによるディスプレイの輝度の改良の尺度として本
明細書において定義され、光学材料の、また、輝度向上フィルムの幾何学的形状の性質で
ある。典型的に、ゲインが増加するとき、視角は減少する。改良されたゲインはバックラ
イトディスプレイの輝度の有効な増加をもたらすので、高ゲインは輝度向上フィルムのた
めに望ましい。
【００２２】
　端点による数の範囲の記載には、その範囲内に包括されたすべての数を含める（例えば
、１～５には、１、１．５、２、２．７５、３、３．８０、４、および５を含める）。
【００２３】
　本明細書および添付された特許請求の範囲において用いられるとき、単数形（「ａ」、
「ａｎ」、および「ｔｈｅ」）は、内容が明らかに要求しない限り複数の指示物を含める
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。従って、例えば、「化合物（ａ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ）」を含有する組成物への言及は、
２つ以上の化合物の混合物を含める。本明細書および添付された特許請求の範囲において
用いられるとき、用語「または」は一般に、内容に明らかな指示がない限り「および／ま
たは」を含めるその意味において使用される。
【００２４】
　特に記載しない限り、本明細書および特許請求の範囲において用いられる、成分の量を
表す全ての数、性質などの測定値は、あらゆる場合において用語「約」によって修飾され
るものとして理解されなければならない。
【００２５】
　微細構造表面層が少なくとも１つのオリゴマーウレタン（（メタ）アクリル化ウレタン
オリゴマーとしても公知である）を有する有機成分とシリカナノ粒子とを含む重合性組成
物の反応生成物から形成される、微細構造物品がここに記載される。重合性組成物は好ま
しくは、実質的に溶剤を含有しない放射線硬化性無機充填剤入り有機複合物である。有機
成分は、融点がコーティング温度より低いことを条件として、固体であってもよく、また
は固体成分を含んでもよい。有機成分は、周囲温度において液体でありうる。有機成分は
典型的に、大部分の製品用途について少なくとも１．４７の屈折率を有するが、ターニン
グフィルムの有機成分は最低１．４４の屈折率を有してもよい。また、可視光線スペクト
ルの高透過率が典型的に好ましい。シリカ粒子を含有することによって、耐久性を改良す
ることができる。耐久性物品は、多数の表面改質コロイドナノ粒子を有する重合構造物を
含有することができる。耐久性物品は、基層および光学層で構成された光学要素または光
学製品であってもよい。基層および光学層は、同一または異なったポリマー材料から形成
されてもよい。多数の表面改質コロイドナノ粒子を有する重合構造物は、それを無溶剤系
中に形成することができるという利点を有する。
【００２６】
　好ましくは、耐久性光学フィルムは、微細構造表面と、２００４年９月１０日に出願さ
れた米国特許出願第１０／９３８００６号明細書に記載された試験方法によって定量され
たとき、１．０～１．１５、または１．０～１．１２、または１．０～１．１０、または
１．０～１．０５の範囲の引掻きコントラスト比の値とを有する重合光学フィルム構造物
を備える。例えば約０．５～１５マイクロメートルの範囲の半径を有する丸いプリズム頂
点の場合、引掻きコントラスト比の値は、１．０～１．６５、または１．０～１．４、ま
たは１．０～１．１０の範囲であってもよい。
【００２７】
　硬化物品は好ましくは、ビスフェノールＡポリカーボネート基材上で厚さ３．２ｍｍの
平らなフィルムでＡＳＴＭ手順Ｄ１００３によって測定されたとき、５％以下の値に相当
する曇り等級を示す。他の好ましい性質は、落砂磨耗試験（ＡＳＴＭ手順Ｄ９６８）によ
って測定されたとき、２０以下、好ましくは１０以下の磨耗等級であり、クロスハッチ接
着力試験（ＡＳＴＭ手順Ｄ３３５９）によって測定されたとき、ビスフェノールＡポリカ
ーボネートに対する接着力等級が５Ｂである。
【００２８】
　有機相および／または重合性樹脂は好ましくは、硬化した後に少なくとも３５℃、好ま
しくは少なくとも４０℃、より好ましくは少なくとも４５℃のガラス転移温度（Ｔｇ）を
提供するために十分に架橋される。ガラス転移温度は、示差走査熱量測定（ＤＳＣ）、変
調ＤＳＣ、または動的機械分析などの当該技術分野に公知の方法によって測定することが
できる。重合性組成物は従来のフリーラジカル重合方法によって重合されてもよい。
【００２９】
　硬化組成物の他の性質には、約７０～７００ｋｇ／ｃｍ2の範囲の引張強さ、約１４０
～１４，０００ｋｇ／ｃｍ2の範囲の弾性率、約５～３００％の範囲の破断までの伸び、
少なくとも約９１％の透過性の光学均質性、約５％より小さい曇り値、約０．００２より
小さい複屈折および／または米国特許第６，８３３，１７６号明細書の図２の面積Ａ－Ｂ
－Ｃ－Ｄの境界内に含まれる動的引張弾性率Ｅ’などがある。動的引張弾性率は典型的に
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、約２０℃において約４×１０7Ｐａ～約１×１０9Ｐａの範囲である。さらに、動的引張
弾性率は典型的に、約６０℃において約３×１０6Ｐａ～約５×１０8Ｐａの範囲である。
さらに、動的引張弾性率は典型的に、約１００℃において約１×１０6Ｐａ～約１×１０8

Ｐａの範囲である。
【００３０】
　本明細書に記載された物品は、少なくとも１つのオリゴマーウレタン（メタ）アクリレ
ートを含む重合性組成物の反応生成物から形成される。典型的にオリゴマーウレタン（メ
タ）アクリレートは多（メタ）アクリレートである。用語「（メタ）アクリレート」は、
アクリル酸およびメタクリル酸のエステルを示すために用いられ、「多（メタ）アクリレ
ート」は、通常は（メタ）アクリレートポリマーを示す「ポリ（メタ）アクリレート」と
は対照的に、１個より多い（メタ）アクリル基を含有する分子を示す。非常にしばしば、
多（メタ）アクリレートはジ（メタ）アクリレートであるが、トリ（メタ）アクリレート
、テトラ（メタ）アクリレート等を使用することも予想される。
【００３１】
　オリゴマーウレタン多（メタ）アクリレートは、例えば、サートマー（Ｓａｒｔｏｍｅ
ｒ）から「フォトマー（Ｐｈｏｔｏｍｅｒ）６０１０」および「フォトマー６０２０」な
どの商品名「フォトマー６０００シリーズ」として、また、「ＣＮ９６６Ｂ８５」、「Ｃ
Ｎ９６４」および「ＣＮ９７２」などの商品名「ＣＮ９００シリーズ」として商業的に得
られる。また、オリゴマーウレタン（メタ）アクリレートはサーフェス・スペシャルティ
ズ（Ｓｕｒｆａｃｅ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ）から入手可能であり、例えば商品名「エ
ベクリル（Ｅｂｅｃｒｙｌ）８４０２」、「エベクリル８８０７」および「エベクリル４
８２７」として入手可能である。また、オリゴマーウレタン（メタ）アクリレートは、ア
ルキレンまたは式ＯＣＮ－Ｒ3－ＮＣＯの芳香族ジイソシアネートとポリオールとの初期
反応によって調製されてもよい。非常にしばしば、ポリオールは、式ＨＯ－Ｒ4－ＯＨの
ジオールであり、式中においてＲ3はＣ2-100アルキレンまたはアリーレン基であり、Ｒ4

はＣ2-100アルキレン基である。次に、中間生成物はウレタンジオールジイソシアネート
であり、それは次いで、ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートとの反応を受けること
ができる。適したジイソシアネートには、２，２，４－トリメチルヘキシレンジイソシア
ネートおよびトルエンジイソシアネートなどがあり、アルキレンジイソシアネートが一般
に好ましい。このタイプの特に好ましい化合物は、２，２，４－トリメチルヘキシレンジ
イソシアネート、ポリ（カプロラクトン）ジオールおよび２－ヒドロキシエチルメタクリ
レートから調製されてもよい。少なくともいくつかの実施形態において、ウレタン（メタ
）アクリレートは好ましくは脂肪族である。
【００３２】
　また、本発明の物品を形成する放射線硬化性組成物は、少なくとも１つの他のモノマー
（すなわちオリゴマーウレタン（メタ）アクリレート以外）を含んでもよい。前記他のモ
ノマーは、粘度を低減し、および／または熱機械的性質を改良し、および／または屈折率
を増加させることができる。これらの性質を有するモノマーには、アクリルモノマー（す
なわち、アクリレートおよびメタクリレートエステル、アクリルアミドおよびメタクリル
アミド）、スチレンモノマーおよび窒素複素環エチレン性不飽和化合物などがある。
【００３３】
　適したアクリルモノマーには、モノマー（メタ）アクリレートエステルなどがある。そ
れらには、メチルアクリレート、エチルアクリレート、１－プロピルアクリレート、メチ
ルメタクリレートおよびｔ－ブチルアクリレートなどのアルキル（メタ）アクリレートが
ある。
【００３４】
　他の官能価を有する（メタ）アクリレートエステルもまた、含まれる。このタイプの化
合物は、２－（Ｎ－ブチルカルバミル）エチル（メタ）アクリレート、２，４－ジクロロ
フェニルアクリレート、２，４，６－トリブロモフェニルアクリレート、トリブロモフェ
ノキシルエチルアクリレート、ｔ－ブチルフェニルアクリレート、フェニルアクリレート
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、フェニルチオアクリレート、フェニルチオエチルアクリレート、アルコキシル化フェニ
ルアクリレート、イソボルニルアクリレートおよびフェノキシエチルアクリレートによっ
て示される。テトラブロモビスフェノールＡジエポキシドと（メタ）アクリル酸との反応
生成物もまた、適している。
【００３５】
　また、他のモノマーは、モノマーＮ置換またはＮ，Ｎ－二置換（メタ）アクリルアミド
、特にアクリルアミドであってもよい。これらには、Ｎ－アルキルアクリルアミドおよび
Ｎ，Ｎ－ジアルキルアクリルアミド、特にＣ1-4アルキル基を含有するものが挙げられる
。例は、Ｎ－イソプロピルアクリルアミド、Ｎ－ｔ－ブチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ
メチルアクリルアミドおよびＮ，Ｎ－ジエチルアクリルアミドである。
【００３６】
　他のモノマーはさらに、ポリオール多（メタ）アクリレートであってもよい。このよう
な化合物は典型的に、２～１０個の炭素原子を含有する脂肪族ジオール、トリオールおよ
び／またはテトラオールから調製される。適したポリ（メタ）アクリレートの例は、エチ
レングリコールジアクリレート、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、２－エチル
－２－ヒドロキシメチル－１，３－プロパンジオールトリアクリレート（トリメチロール
プロパントリアクリレート）、ジ（トリメチロールプロパン）テトラアクリレート、ペン
タエリトリトールテトラアクリレート、前記ポリオールのアルコキシル化（通常、エトキ
シ化）誘導体の相当するメタクリレートおよび（メタ）アクリレートである。２個以上の
（エチレン性不飽和基を有するモノマーが架橋剤として役立つことがある。
【００３７】
　他のモノマーとして使用するために適したスチレン化合物には、スチレン、ジクロロス
チレン、２，４，６－トリクロロスチレン、２，４，６－トリブロモスチレン、４－メチ
ルスチレンおよび４－フェノキシスチレンなどがある。エチレン性不飽和窒素複素環には
、Ｎ－ビニルピロリドンおよびビニルピリジンなどがある。
【００３８】
　本発明の放射線硬化性物品中の成分の比率は変化することができる。一般に、有機成分
は、約３０～１００％のオリゴマーウレタン多（メタ）アクリレートを含むことができ、
一切の残余は、他の（メタ）アクリレートモノマーエチレン性不飽和基である。
【００３９】
　重合性組成物はシリカ粒子を含有する。シリカ粒子のサイズは一般に、著しい可視光線
の散乱を避けるように選択される。表面改質シリカナノ粒子は、透過型電子顕微鏡（ＴＥ
Ｍ）によって測定されたとき、１ｎｍより大きく１００ｎｍより小さい粒度または会合粒
度を有する。表面改質（例えばコロイド）シリカナノ粒子は好ましくは、実質的に完全凝
縮される。
【００４０】
　ここで用いられるコロイドシリカなどの完全凝縮ナノ粒子は典型的に、それらの内部に
ヒドロキシルをほとんど有さない。
【００４１】
　シリカを含有しない完全凝縮ナノ粒子は典型的に、５５％より大きい、好ましくは６０
％より大きい、より好ましくは７０％より大きい結晶度（単離された金属酸化物粒子とし
て測定された）を有する。例えば、結晶度は、約８６％までの範囲であってもよい。結晶
度をＸ線回折技術によって定量することができる。凝縮結晶性（例えばジルコニア）ナノ
粒子は高屈折率を有するが、非晶質ナノ粒子は典型的に、より低い屈折率を有する。
【００４２】
　シリカナノ粒子は、５～７５ｎｍまたは１０～３０ｎｍの粒度を有することができる。
シリカナノ粒子は典型的に、１０～６０質量％の量である。典型的にシリカの量は４０質
量％未満である。
【００４３】
　適したシリカは、商品名ナルココロイドシリカ（ＮＡＬＣＯ　ＣＯＬＬＯＩＤＡＬ　Ｓ
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ＩＬＩＣＡＳ）としてイリノイ州、ネーパービルのナルコ・ケミカル・カンパニー（Ｎａ
ｌｃｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．，Ｎａｐｅｒｖｉｌｌｅ，Ｉｌｌ．）から市販されて
いる。例えば、シリカには、ナルコ（ＮＡＬＣＯ）の商品名１０４０、１０４２、１０５
０、１０６０、２３２７および２３２９などがある。適したヒュームドシリカには、例え
ば、デグッサ・ＡＧ（ＤｅＧｕｓｓａ　ＡＧ）（ドイツ、ハナウ（Ｈａｎａｕ，Ｇｅｒｍ
ａｎｙ））から入手可能な商品名エーロシル（ＡＥＲＯＳＩＬ）シリーズＯＸ－５０、－
１３０、－１５０、および－２００、およびキャボット・コーポレーション（イリノイ州
、タスコラ（Ｔｕｓｃｏｌａ，Ｉｌｌ．））から入手可能なＣＡＢ－Ｏ－ＳＰＥＲＳＥ　
２０９５、ＣＡＢ－Ｏ－ＳＰＥＲＳＥ　Ａ１０５、ＣＡＢ－Ｏ－ＳＩＬ　Ｍ５として販売
されている製品などがある。
【００４４】
　重合性組成物は、唯一の無機ナノ粒子としてシリカからなってもよい。あるいは、シリ
カは、ジルコニア、チタニア、酸化アンチモン、アルミナ、酸化スズ、および／または混
合金属酸化物ナノ粒子などがあるがそれらに限定されない他の無機酸化物粒子と組み合わ
せて使用されてもよい。これらの任意の（非シリカ）無機酸化物粒子は、５～５０ｎｍ、
または５～１５ｎｍ、または１０ｎｍの粒子サイズまたは会合粒度を有する。これらの任
意の（非シリカ）無機酸化物ナノ粒子は、１０～７０質量％、または３０～５０質量％の
量において存在してもよい。適した混合金属酸化物は、触媒化成工業株式会社（Ｃａｔａ
ｌｙｓｔｓ　＆　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｃｏｒｐ．）、（日本、川
崎）から製品名オプトレーク（Ｏｐｔｏｌａｋｅ）３として市販されている。適したジル
コニアは、製品名ナルコＯＯＳＳＯＯ８（ＮＡＬＣＯ　ＯＯＳＳＯＯ８）としてイリノイ
州、ネーパービルのナルコ・ケミカル・カンパニー（Ｎａｌｃｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃ
ｏ．，Ｎａｐｅｒｖｉｌｌｅ，Ｉｌｌ．）から市販されている。
【００４５】
　ナノサイズの粒子を表面処理することによって、ポリマー樹脂中の安定な分散体を提供
することができる。好ましくは、表面－処理は、粒子が重合性樹脂中に十分に分散されて
実質的に均質な組成物をもたらすようにナノ粒子を安定化する。さらに、安定化された粒
子が、硬化する間に重合性樹脂と共重合するかまたは反応するように、ナノ粒子を表面処
理剤によってその表面の少なくとも一部の上で改質することができる。
【００４６】
　ナノ粒子は好ましくは、表面処理剤で処理される。一般に表面処理剤は、（共有結合に
よって、イオンによって、または強い物理収着によって）粒子表面に結合する第１の末端
と、粒子と樹脂との相溶性を与え、および／または硬化する間に樹脂と反応する第２の末
端とを有する。表面処理剤の例には、アルコール、アミン、カルボン酸、スルホン酸、ホ
スホン酸（ｐｈｏｓｐｏｈｏｎｉｃ　ａｃｉｄｓ）、シランおよびチタネートなどがある
。好ましいタイプの処理剤は、一つには、金属酸化物表面の化学的性質によって決定され
る。シランは、シリカのためにおよび他のケイ質充填剤のために好ましい。シランおよび
カルボン酸は、ジルコニアなどの金属酸化物のために好ましい。表面改質は、モノマーと
の混合に続いてまたは混合した後のどちらかに行うことができる。シランの場合、樹脂に
混入する前にシランを粒子またはナノ粒子表面と反応させることが好ましい。表面改質剤
の必要とされる量は、粒度、粒子のタイプ、改質剤の分子量、および改質剤のタイプなど
のいくつかの因子に依存している。一般に、改質剤の大体単一層が粒子の表面に結合して
いることが好ましい。また、必要とされる結合手順または反応条件は、使用された表面改
質剤に依存する。シランについては、およそ１～２４時間、酸性または塩基性条件下で高
温において表面処理することが好ましい。カルボン酸などの表面処理剤は、高温または長
い時間を必要としない場合がある。
【００４７】
　耐久性組成物のために適した表面処理剤の代表的な実施形態には、例えば、イソオクチ
ルトリメトキシ－シラン、Ｎ－（３－トリエトキシシリルプロピル）メトキシエトキシエ
トキシエチルカルバメート（ＰＥＧ３ＴＥＳ）、Ｎ－（３－トリエトキシシリルプロピル
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）メトキシエトキシエトキシエチルカルバメート（ＰＥＧ２ＴＥＳ）、３－（メタクリロ
イルオキシ）プロピルトリメトキシシラン、３－アクリルオキシプロピルトリメトキシシ
ラン、３－（メタクリロイルオキシ）プロピルトリエトキシシラン、３－（メタクリロイ
ルオキシ）プロピルメチルジメトキシシラン、３－（アクリロイルオキシプロピル）メチ
ルジメトキシシラン、３－（メタクリロイルオキシ）プロピルジメチルエトキシシラン、
３－（メタクリロイルオキシ）プロピルジメチルエトキシシラン、ビニルジメチルエトキ
シシラン、フェニルトリメトキシシラン、ｎ－オクチルトリメトキシシラン、ドデシルト
リメトキシシラン、オクタデシルトリメトキシシラン、プロピルトリメトキシシラン、ヘ
キシルトリメトキシシラン、ビニルメチルジアセトキシシラン、ビニルメチルジエトキシ
シラン、ビニルトリアセトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン、ビニルトリイソプロ
ポキシシラン、ビニルトリメトキシシラン、ビニルトリフェノキシシラン、ビニルトリ－
ｔ－ブトキシシラン、ビニルトリス－イソブトキシシラン、ビニルトリイソプロペノキシ
シラン、ビニルトリス（２－メトキシエトキシ）シラン、スチリルエチルトリメトキシシ
ラン、メルカプトプロピルトリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルトリメトキシ
シラン、アクリル酸、メタクリル酸、オレイン酸、ステアリン酸、ドデカン酸、２－［２
－（２－メトキシエトキシ）エトキシ］酢酸（ＭＥＥＡＡ）、ベータ－カルボキシエチル
アクリレート、２－（２－メトキシエトキシ）酢酸、メトキシフェニル酢酸、およびそれ
らの混合物などの化合物がある。さらに、ウェストバージニア州、クロンプトン・サウス
・チャールストン（Ｃｒｏｍｐｔｏｎ　Ｓｏｕｔｈ　Ｃｈａｒｌｅｓｔｏｎ，ＷＶ）のＯ
ＳＩ・スペシャルティズから商品名「シルクエスト（Ｓｉｌｑｕｅｓｔ）Ａ１２３０」と
して市販されている特許権保護シラン表面改質剤は特に適していることがわかった。
【００４８】
　コロイド分散体中の粒子の表面改質を様々な方法で達成することができる。このプロセ
スは、無機分散体と表面改質剤とを混合することを含む。場合により、例えば、１－メト
キシ－２－プロパノール、エタノール、イソプロパノール、エチレングリコール、Ｎ，Ｎ
－ジメチルアセトアミドおよび１－メチル－２－ピロリジノンなどの補助溶剤をこの時点
で添加することができる。補助溶剤は、表面改質剤ならびに表面改質粒子の溶解度を向上
させることができる。その後、無機ゾルと表面改質剤とを含む混合物を室温または高温に
おいて、混合しながらまたはせずに反応させる。１つの方法において、混合物を約８５℃
において約２４時間反応させ、表面改質ゾルをもたらすことができる。金属酸化物を表面
改質する別の方法において、金属酸化物の表面処理は好ましくは、粒子表面への酸分子の
吸着を含むことがある。重金属酸化物の表面改質は好ましくは室温において行われる。
【００４９】
　シランによるＺｒＯ2の表面改質を酸性条件または塩基性条件下で達成することができ
る。１つの場合において、シランは適した時間の間、酸条件下で加熱される。その時に、
分散体にアンモニア水（または他の塩基）を配合する。この方法は、ＺｒＯ2表面からの
酸対イオンの除去ならびにシランとの反応を可能にする。１つの方法において粒子が分散
体から沈殿させられ、液相から分離される。
【００５０】
　表面改質剤の組合せが有用である場合があり、そこで表面改質剤の少なくとも１つが硬
化性樹脂と共重合性である官能基を有する。例えば、重合基は、エチレン性不飽和である
かまたは開環重合しやすい環状官能基であってもよい。エチレン性不飽和重合基は、例え
ば、アクリレートまたはメタクリレート、またはビニル基であってもよい。開環重合しや
すい環状官能基は一般に、酸素、硫黄または窒素などのヘテロ原子を含有し、好ましくは
エポキシドなどの酸素含有３員環を含有する。
【００５１】
　表面改質剤の好ましい組合せは、硬化性樹脂（の有機成分）と共重合可能である官能基
を有する少なくとも１つの表面改質剤と、第１の改質剤と異なった第２の改質剤とを含有
する。第２の改質剤は場合により、重合性組成物の有機成分と共重合可能である。第２の
改質剤は、低屈折率（すなわち１．５２より小さいまたは１．５０より小さい）を有して
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もよい。第２の改質剤は好ましくは、場合により重合性組成物の有機成分と共重合可能で
あるポリアルキレンオキシド含有改質剤である。
【００５２】
　次に、表面改質粒子を様々な方法で硬化性樹脂に混入することができる。好ましい態様
において、溶剤交換手順を利用し、それによって樹脂を表面改質ゾルに添加し、その後に
、蒸発によって水および補助溶剤（使用した場合）を除去し、従って粒子を重合性樹脂中
に分散させておく。蒸発工程を例えば、蒸留、回転蒸発または炉乾燥によって行うことが
できる。
【００５３】
　別の態様において、表面改質粒子を水と非混和性の溶剤中に抽出し、その後に、同じく
必要ならば溶剤交換を行うことができる。
【００５４】
　あるいは、重合性樹脂中に表面改質ナノ粒子を混入するための別の方法は、改質粒子を
粉末に乾燥する工程と、その後に、粒子が分散される樹脂材料を添加する工程とを含む。
この方法の乾燥工程は、例えば、炉乾燥または吹付け乾燥など、システムに適した従来の
手段によって行うことができる。
【００５５】
　また、本明細書に記載された重合性組成物は、界面活性剤、顔料、充填剤、重合抑制剤
、酸化防止剤、帯電防止剤、および他の可能な成分などがあるがそれらに限定されない、
当該技術分野において公知であるような１つまたは複数の他の有用な添加剤を含有するこ
とができる。
【００５６】
　本発明の放射線硬化性物品は、効率的な混合によってそれらの成分を単にブレンドして
均質な混合物を製造する工程と、次に前記成分の調製において使用されたあらゆる溶剤を
除去する工程とによって作製されてもよい。気泡は、混合物が粘性である場合、ゆるやか
に加熱しながら真空等を適用する工程と、所望の表面上に得られたブレンドのフィルムを
キャスティングあるいは他の方法で形成する工程とによって除去することができる。次に
フィルムを、複製される微細構造を有する型に入れ、紫外線に露光することによって重合
させ、前述の性質を有する本発明の硬化光学樹脂物品を製造することができる。それが使
用される表面以外の表面上で重合される場合、光学樹脂物品を別の表面に移すことができ
る。
【００５７】
　このような重合方法は、溶剤または他の揮発物を全くまたはほんの少量しか発生しない
ので、環境に悪影響のない物品の迅速な大量生産に適している。また、前記方法は、突起
および窪みなどの実用的不連続部分を含む微細構造を有する物品の複製に適しており、そ
れらは、型の細部を失わずにおよび使用する間の多種多様な条件下でこのような細部の複
製を保持して容易に脱型される。物品は、靭性、可撓性、光学透明度および均質性、およ
び一般的な溶剤に対する耐性、高い熱寸法安定性を有するこのような物品の微細構造、耐
磨耗性および耐衝撃性、および物品が曲げられる時でも示される結合性など、多種多様な
望ましい性質を有するように形成することができる。
【００５８】
　適した重合方法には、当該技術分野に公知であるような溶液重合、懸濁重合、乳化重合
、およびバルク重合などがある。適した方法は、フリーラジカル開始剤の存在下で加熱す
る工程、ならびに光開始剤の存在下で紫外線または可視光線などの電磁放射線で照射する
工程を含む。抑制剤はしばしば重合性組成物の合成において使用され、合成、輸送および
貯蔵の間に樹脂の早期重合を防ぐ。適した抑制剤には、５０～１０００ｐｐｍのレベルの
ヒドロキノン、４－メトキシフェノール、およびヒンダードアミンニトロキシド抑制剤な
どがある。当業者に公知であるように他の種類および／または量の抑制剤が使用されても
よい。
【００５９】
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　放射線（例えば紫外線）硬化性組成物は、少なくとも１つの光開始剤を含む。単一の光
開始剤またはそのブレンドが本発明の輝度向上フィルムにおいて使用されてもよい。一般
に光開始剤は、（例えば樹脂の加工温度において）少なくとも部分的に可溶性であり、重
合された後にほとんど無色である。光開始剤は、紫外光源に露光した後にほとんど無色に
されるならば、（例えば黄色に）着色されていてもよい。
【００６０】
　適した光開始剤には、モノアシルホスフィンオキシドおよびビスアシルホスフィンオキ
シドなどがある。市販されているモノまたはビスアシルホスフィンオキシド光開始剤には
、ＢＡＳＦ（ノースカロライナ州、シャーロット（Ｃｈａｒｌｏｔｔｅ，ＮＣ））から商
品名「ルシリンＴＰＯ」として市販されている２，４，６－トリメチルベンゾイジフェニ
ルホスフィンオキシド、同じくＢＡＳＦから商品名「ルシリンＴＰＯ－Ｌ」として市販さ
れているエチル－２，４，６－トリメチルベンゾイルフェニルホスフィネート、およびチ
バ・スペシャルティ・ケミカルズ（Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ
）から商品名「イルガキュア（Ｉｒｇａｃｕｒｅ）８１９」として市販されているビス（
２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フェニルホスフィンオキシドなどがある。他の適
した光開始剤には、チバ・スペシャルティ・ケミカルズから商品名「ダロキュア（Ｄａｒ
ｏｃｕｒ）１１７３」として市販されている２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニル
－プロパン－１－オン、ならびにチバ・スペシャルティ・ケミカルズから商品名「ダロキ
ュア４２６５」、「イルガキュア６５１」、「イルガキュア１８００」、「イルガキュア
３６９」、「イルガキュア１７００」、および「イルガキュア９０７」として市販されて
いる他の光開始剤などがある。
【００６１】
　光開始剤を約０．１～約１０質量％の濃度において使用することができる。より好まし
くは、光開始剤は、約０．５～約５質量％の濃度において使用される。５質量％を超える
と一般に、輝度向上フィルムの黄変を起こす傾向のために不利である。また、当業者が決
定することができるとき他の光開始剤および光開始剤を好適に使用することができる。
【００６２】
　表面張力を低減し、湿潤を改善し、より滑らかなコーティングを可能にし、コーティン
グの欠陥を少なくするなどのためにフッ素系界面活性剤およびシリコーンベースの界面活
性剤などの界面活性剤が場合により重合性組成物中に含有されてもよい。
【００６３】
　ルー（Ｌｕ）およびルーらに記載されているように、微細構造を有する物品（例えば輝
度向上フィルム）は、（ａ）重合性組成物（すなわち本発明の重合性組成物）を調製する
工程と、（ｂ）前記重合性組成物をマスターのキャビティを充填するためにちょうどの量
でマスター雌型微細構造成形面上に堆積する工程と、（ｃ）少なくとも一方が可撓性であ
る、予備成形されたベースとマスターとの間に重合性組成物のビードを移動させることに
よってキャビティを充填する工程と、（ｄ）前記組成物を硬化する工程とを含む方法によ
って作製することができる。マスターは、ニッケル、ニッケルめっき銅または黄銅などの
金属であってもよく、または重合条件下で安定であり、かつ重合された材料をマスターか
らきれいに除去することを可能にする表面エネルギーを好ましくは有する熱可塑性材料で
あってもよい。ベースフィルムの表面の１つまたは複数を場合によりプライマー処理する
かあるいは他の方法で処理してベースに対する光学層の接着力を促進することができる。
【００６４】
　粘度が非常に高くて、ここで記載された方法において使用することができない組成物を
場合により、当該技術分野に公知である押出方法によって輝度向上フィルムに作製するこ
とができる。
【００６５】
　光学層は、基層と直接に接触することができ、または基層に光学整列されてもよく、光
学層が光の流れを誘導するかまたは集めることを可能にするサイズ、形状および厚さであ
ってもよい。光学層は、説明および図示されたような多数の有用なパターンのいずれかを
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有することができる構造表面または微細構造表面を有することができる。微細構造表面は
、フィルムの長さまたは幅に沿って延在する複数の平行な長さ方向リッジであってもよい
。これらのリッジを複数のプリズム頂点から形成することができる。これらの頂点は、鋭
い、丸いまたは平らになっているか、または切頭であってもよい。例えば、リッジは、４
～７～１５マイクロメートルの範囲の半径まで丸められていてもよい。
【００６６】
　これらは、規則的または不規則プリズムパターンを含み、環状プリズムパターン、キュ
ーブコーナーパターンまたはいずれかの他のレンチキュラーレンズ状微細構造であっても
よい。有用な微細構造は、輝度向上フィルムとして使用するための内部全反射フィルムと
して作用することができる規則的プリズムパターンである。別の有用な微細構造は、反射
フィルムとして使用するための再帰反射フィルムまたは要素として作用することができる
コーナーキューブプリズムパターンである。別の有用な微細構造は、光ディスプレイにお
いて使用するための光学要素として作用することができるプリズムパターンである。別の
有用な微細構造は、光ディスプレイにおいて使用するための光ターニングフィルムまたは
要素として作用することができるプリズムパターンである。
【００６７】
　基層は、光学製品、すなわち光の流れを制御するように設計された製品において使用す
るために適した性質および組成でありうる。材料が十分に光学的に透明であって特定の光
学製品に組み立てられるかまたはその中で使用されるために十分に構造的に強い限り、ほ
とんどいずれの材料が基礎材料として用いられてもよい。光学製品の性能が時間とともに
損なわれない十分な耐熱性および耐老化性を有する基礎材料を選択することができる。
【００６８】
　いずれの光学製品についても基礎材料の特定の化学的組成および厚さは、構成されてい
る特定の光学製品の要求条件に依存する場合がある。すなわち、とりわけ、強度、透明度
、耐熱性、表面エネルギー、光学層への付着性に対する必要性のバランスをとる。
【００６９】
　有用な基礎材料には、例えば、スチレン－アクリロニトリル、セルロースアセテートブ
チレート、セルロースアセテートプロピオネート、セルローストリアセテート、ポリエー
テルスルホン、ポリメチルメタクリレート、ポリウレタン、ポリエステル、ポリカーボネ
ート、ポリ塩化ビニル、ポリスチレン、ポリエチレンナフタレートの他、ナフタレンジカ
ルボン酸、ポリシクロ－オレフィン、ポリイミドをベースとするコポリマーまたはブレン
ド、およびガラスなどがある。場合により、基礎材料は、これらの材料の混合物または組
合せを含有することができる。実施形態において、基礎材料は多層であってもよく、もし
くは連続相中に懸濁または分散された分散相を含有してもよい。
【００７０】
　微細構造を有する製品、例えば、輝度向上フィルムなどのいくつかの光学製品について
、好ましい基礎材料の例には、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）およびポリカーボ
ネートなどがある。有用なＰＥＴフィルムの例には、フォトグレードポリエチレンテレフ
タレートおよびデラウェア州、ウィルミントン（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，Ｄｅｌ）のデュ
ポン・フィルムズ（ＤｕＰｏｎｔ　Ｆｉｌｍｓ）から入手可能なメリネックス（ＭＥＬＩ
ＮＥＸ）（登録商標）ＰＥＴなどがある。
【００７１】
　いくつかの基礎材料は、光学的に活性である場合があり、偏光材料として作用すること
ができる。本明細書においてフィルムまたは基材とも称される多数のベースが光学製品技
術において公知であり、偏光材料として有用である。フィルムを通しての光の偏光は、例
えば、通過光を選択的に吸収する二色偏光子をフィルム材料に含有することによって達成
可能である。また、光の偏光は、整列マイカチップなどの無機材料を含有することによっ
てまたは連続フィルム中に分散された光調節液晶の液体粒子など、連続フィルム中に分散
された不連続相によって達成されてもよい。別の選択肢として、フィルムは、異なった材
料の極微小層から作製されてもよい。フィルム中の偏光材料は、例えば、フィルムの伸長
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、電場または磁場の印加、コーティング技術などの方法を使用することによって、偏光の
向き（ｐｏｌａｒｉｚｉｎｇ　ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ）に整列されてもよい。
【００７２】
　偏光フィルムの例には、米国特許第５，８２５，５４３号明細書および米国特許第５，
７８３，１２０号明細書に記載された偏光フィルムがある。輝度向上フィルムと組合せた
これらの偏光子フィルムの使用は、米国特許第６，１１１，６９６号明細書に記載されて
いる。
【００７３】
　ベースとして使用することができる偏光フィルムの第２の例は、米国特許第５，８８２
，７７４号明細書に記載されたそれらのフィルムである。市販のフィルムは、３Ｍから商
品名ＤＢＥＦ（二層輝度向上フィルム）として販売されている多層フィルムである。輝度
向上フィルムにおいてのこのような多層偏光光学フィルムの使用は、米国特許第５，８２
８，４８８号明細書に記載されている。
【００７４】
　基礎材料のこのリストは限定的ではなく、当業者によって理解されるように、他の偏光
および非偏光フィルムもまた、本発明の光学製品のためのベースとして有用である場合が
ある。これらの基礎材料を任意の数の他のフィルム、例えば、偏光フィルムと組み合わせ
て多層構造を形成することができる。さらに別の基礎材料の簡単なリストには、とりわけ
、米国特許第５，６１２，８２０号明細書および米国特許第５，４８６，９４９号明細書
に記載されたそれらのフィルムが挙げられる。また、特定のベースの厚さは、光学製品の
上述の要求条件に左右される場合がある。
【００７５】
　微細構造を有する耐久性物品は、内部全反射フィルムを製造するために十分な一連の交
互の先端および溝を有する形態を含めて、様々な形態において構成することができる。こ
のようなフィルムの例は、対称的先端および溝の規則的反復パターンを有する輝度向上フ
ィルムであるが、他の例は、先端および溝が対称的でないパターンを有する。輝度向上フ
ィルムとして有用な微細構造を有する物品の例は、米国特許第５，１７５，０３０号明細
書および米国特許第５，１８３，５９７号明細書に記載されている。
【００７６】
　これらの特許によって、微細構造を有する物品は、（ａ）重合性組成物を調製する工程
と、（ｂ）前記重合性組成物をマスターのキャビティを充填するのにぎりぎりの量でマス
ター雌型微細構造成形面上に堆積する工程と、（ｃ）少なくとも一方が可撓性である、予
備成形されたベースとマスターとの間に重合性組成物のビードを移動させることによって
キャビティを充填する工程と、（ｄ）前記組成物を硬化する工程とを含む方法によって作
製することができる。マスターは、ニッケル、ニッケルめっき銅または黄銅などの金属で
あってもよく、または重合条件下で安定であり、かつ重合された材料をマスターからきれ
いに除去することを可能にする表面エネルギーを好ましくは有する熱可塑性材料であって
もよい。ここに記載された微細構造トポグラフィーを形成するために用いられた特定の方
法は、米国特許第５，６９１，８４６号明細書に記載された成形方法に類似している場合
がある。本発明による微細構造物品は、例えば、５、１０、１００、１０００メートル以
上などのいずれかの望ましい長さにおいて連続方法から形成されてもよい。
【００７７】
　耐久性物品は、例えば、輝度向上フィルムなどの耐久性微細構造フィルムを必要とする
適用において使用されてもよい。これらの耐久性輝度向上フィルムの構造は、例えば、米
国特許第５，７７１，３２８号明細書、米国特許第５，９１７，６６４号明細書、米国特
許第５，９１９，５５１号明細書、米国特許第６，２８０，０６３号明細書、および米国
特許第６，３５６，３９１号明細書などの多種多様な微細構造フィルムを含めることがで
きる。
【００７８】
　図１において１０に略示されたバックライト付き液晶ディスプレイは、拡散体１２と液
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晶ディスプレイパネル１４との間に配置することができる本発明の輝度向上フィルム１１
を備える。また、バックライト付き液晶ディスプレイは、蛍光ランプなどの光源１６と、
液晶ディスプレイパネル１４の方向に反射のために光を送るための光導波路１８と、同じ
く液晶ディスプレイパネルの方向に光を反射するための白色反射体２０とを備えることが
できる。輝度向上フィルム１１は光導波路１８から放射された光を平行にし、それによっ
て液晶ディスプレイパネル１４の輝度を増加させる。輝度の増加は、液晶ディスプレイパ
ネルがより鮮明な画像を生み出すことを可能にし、光源１６のパワーを低減させて選択さ
れた輝度を生じることができる。バックライト付き液晶ディスプレイの輝度向上フィルム
１１は、基準符号２１によって示された、コンピュータディスプレイ（ラップトップディ
スプレイおよびコンピュータモニタ）、テレビ、ビデオレコーダ、モバイル通信デバイス
、ハンドヘルドデバイス（すなわち携帯電話、ＰＤＡ）、自動車および航空電子工学計測
器ディスプレイ等の装置において有用である。
【００７９】
　輝度向上フィルム１１は、図２に示されるように、プリズム２２、２４、２６、および
２８によって代表されるプリズムのアレイを備える。例えば、プリズム２２などの各プリ
ズムは、第１のファセット３０と第２のファセット３２とを有する。プリズム２２、２４
、２６、および２８は、プリズムが上に形成される第１の表面３６と略平らまたは平面で
あり、かつ第１の表面の反対側にある第２の表面３８とを有する本体部分３４上に形成さ
れてもよい。
【００８０】
　規則的直角プリズムの直線アレイは、光学性能と製造の容易さとの両方を提供すること
ができる。直角プリズムとは、頂角θが約９０°であるが、また、約７０°～１２０°ま
たは約８０°～１００°の範囲であってもよいことを意味する。プリズムファセットは同
一である必要はなく、プリズムは互いに対して傾斜されていてもよい。さらに、フィルム
の厚さ４０とプリズムの高さ４２との間の関係は重要ではないが、明瞭なプリズムファセ
ットを有する比較的薄いフィルムを使用することが望ましい。ファセットが表面３８と形
成することができる角度は、ファセットが投影される場合、４５°であってもよい。しか
しながら、この角度は、ファセットのピッチまたは頂点の角度θに応じて変化する。
【００８１】
　図３～９は、光学要素の構成の代表的な実施形態を示す。これらの図面は縮尺通りでは
なく、特に、構造表面のサイズは例示目的のために大幅に大きくなっていることに留意し
なければならない。光学要素の構成は、以下の記載された実施形態の組合せまたは２つ以
上を含めることができる。
【００８２】
　図３を参照して、光学要素または光誘導フィルムの１つの実施形態の一部の代表的な断
面が示される。フィルム１３０は、第１の表面１３２と、複数の略直線的に延在するプリ
ズム要素１３６を備える対向した構造表面１３４とを備える。各プリズム要素１３６は、
その上縁が交わってピークを画定する、第１の側面１３８および第２の側面１３８’、ま
たはプリズム要素１３６の頂点１４２を有する。隣接したプリズム要素１３６の側面１３
８、１３８’の下縁が交わってプリズム要素間に直線的に延在する溝１４４を形成する。
図３に示された実施形態において、プリズム頂点１４２によって画定された二面角は約９
０度の大きさであるが、しかしながら、このおよび他の実施形態において二面角の正確な
大きさを所望の光学パラメーターによって変化させてもよいことは理解されるであろう。
【００８３】
　フィルム１３０の構造表面１３４は、共通の基準面から異なった距離において離隔され
ているピークを有するプリズム要素の複数の交互の領域を有するとして説明することがで
きる。共通の基準面は、任意に選択されてもよい。共通の基準面の１つの便利な実施例は
、第１の表面１３２を含有する平面である。別の実施例は、破線１３９によって示された
、構造表面の最下溝の底部によって画定された平面である。図３に示された実施形態にお
いて、低いほうのプリズム要素は、破線１３９から測定されたとき、幅が約５０μｍおよ



(17) JP 2008-535949 A 2008.9.4

10

20

30

40

50

び高さが約２５μｍの大きさであり、高いほうのプリズム要素は、幅が約５０μｍおよび
高さが約２６μｍの大きさである。高いほうのプリズム要素を備える領域の幅は、約１μ
ｍ～３００μｍの大きさであってもよい。低いほうのプリズム要素を備える領域の幅は重
要ではなく、２００μｍ～４０００μｍの大きさであってもよい。いずれかの与えられた
実施形態において低いほうのプリズム要素の領域は、高いほうのプリズム要素の領域と少
なくとも同じ幅であってもよい。図３に示された物品は典型例であるにすぎず、本発明の
範囲を限定することを意図するものではないことは当業者によって理解されよう。例えば
、プリズム要素の高さまたは幅を実行可能な限度内で変化させてもよい－約１μｍ～約２
００μｍで延在する範囲において正確なプリズムを機械加工することが実行可能である。
さらに、二面角を変化させるかまたはプリズム軸を傾斜して所望の光学的効果を達成して
もよい。
【００８４】
　第１の領域の幅は、約２００～３００μｍ未満であってもよい。通常の表示条件下で、
ヒトの目は、幅が約２００～３００μｍ未満の領域において生じる光の強度の小さな変化
を解像するのは難しい。従って、第１の領域の幅が約２００～３００μｍ未満に低減され
るとき、この領域において生じる場合があるどんな光カップリングも、通常の表示条件下
でヒトの目に感知することができない。
【００８５】
　また、可変高さ構造表面は、１つまたは複数のプリズム要素の高さをその直線範囲に沿
って変化させて、共通の基準面より高い様々な高さにおいて配置されたピークを有するプ
リズム要素の一部分を含有する交互の領域を形成することによって実施されてもよい。
【００８６】
　図４は、フィルム１５０が、高いほうの単一プリズム要素１５６を備える領域によって
隔てられた比較的低いほうのプリズム要素１５４の領域を有する構造表面１５２を備える
ことを除いて、図３と同様な光学要素の別の実施形態を示す。図３に示された実施形態と
ほとんど同じように、高いほうのプリズム要素は、構造表面１５２へのフィルムの第２の
シートの物理的近接を限定し、それによって可視的な浸潤状態の可能性を低減する。ヒト
の目は光誘導フィルムのファセットの高さの変化に敏感であり、高いほうのプリズム要素
の比較的広い領域がフィルムの表面上に可視的なラインとして見えることが確認された。
これはフィルムの光学性能に本質的に影響を与えないが、ラインが特定の商業環境におい
て望ましくないことがある。高いほうのプリズム要素の領域の幅を低減すると、相応して
、高いほうのプリズム要素によって生じたフィルム中のラインをヒトの目が感知する能力
を低減する。
【００８７】
　図５は、プリズム要素が大体同じサイズであるが反復階段または傾斜パターンにおいて
配列される、光学要素の別の実施形態の代表的な実施例である。図５に示されたフィルム
１６０は、第１の表面１６２と、複数の略直線プリズム要素１６６を備える対向した構造
表面１６４とを備える。各プリズム要素は、それらの上縁において交わってプリズムピー
ク１７０を画定する対向した横面１６８、１６８’を有する。対向した横面１６８、１６
８’によって画定された二面角は約９０度の大きさである。この実施形態において最も高
いプリズムは、第１の領域であると考えられ、隣接したプリズムは、第２の領域であると
考えられる。また、第１の領域は、約２００～３００μｍ未満の大きさであってもよい。
【００８８】
　図６は、光学要素のさらに別の実施形態を示す。図６に開示されたフィルム１８０は、
第１の表面１８２と、対向した構造表面１８４とを備える。このフィルムは、比較的低い
ほうのプリズム要素を備える第２の領域が様々な高さのプリズム要素を含有することを特
徴とする場合がある。図６に示された構造表面は、プリズム要素の高さの変化によって生
じたフィルムの表面上のラインの、ヒトの目に対する可視度を実質的に低減するさらなる
利点を有する。
【００８９】
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　図７は、ソフトカットオフを提供するための光学要素の別の実施形態を示す。図７は、
本発明による、２４０と略示された輝度向上フィルムを示す。輝度向上フィルム２４０は
、基材２４２と構造表面材料２４４とを備える。基材２４２は一般にポリエステル材料で
あってもよく、構造表面材料２４４は、紫外線硬化されたアクリルまたは本明細書に記載
された他のポリマーの材料であってもよい。基材２４２の外面は好ましくは平らであるが
、同様に構造を有することができる。さらに、他の代替の基材を使用することができる。
【００９０】
　構造表面材料２４４は、その上に形成された、プリズム２４６、２４８、および２５０
などの複数のプリズムを有する。プリズム２４６、２４８、および２５０は、それぞれ、
ピーク２５２、２５４、および２５６を有する。ピーク２５２、２５４、および２５６の
全てが好ましくは９０度のピークまたはプリズム角度を有するが、６０度～１２０度の範
囲の角度を含める。プリズム２４６および２４８の間に谷２５８がある。プリズム２４８
および２５０の間に谷２６０がある。谷２５８は、プリズム２４６に対応した谷を有する
と考えられ、７０度の谷角度を有し、谷２６０はプリズム２４８に対応した谷であると考
えられ、１１０度の谷角度を有するが、他の値を使用することができる。有効に、輝度向
上フィルム２４０は、先行技術の輝度向上フィルムのように光の一部を反射および再利用
し、その残りを屈折することによってバックライトの見掛の軸方向輝度を増加させるが、
プリズムは交互の方向に傾斜される。プリズムを傾斜する効果は、出力光円錐のサイズを
増加させることである。
【００９１】
　図８は、丸いプリズム頂点を有する光学要素の別の実施形態を示す。輝度向上物品３３
０は、両方とも基層３３２と一体に形成される、一対の反対側の表面３３４、３３６を有
する可撓性の基層３３２を特徴とする。表面３３４は、一連の突き出る光拡散要素３３８
を特徴とする。これらの要素は、層３３２と同じ材料から製造された表面において「バン
プ」の形状であってもよい。表面３３６は、基層３３２と一体に形成された鈍いまたは丸
いピーク３４０を有する直線プリズムのアレイを特徴とする。これらのピークは、弦幅３
４２、断面ピッチ幅３４４、曲率半径３４６、および歯底角３４８を特徴とし、そこで弦
幅は断面ピッチ幅の約２０～４０％に等しく、曲率半径は断面ピッチ幅の約２０～５０％
に等しい。歯底角は、約７０～１１０度、または約８５～９５度の範囲であり、約９０度
の歯底角が好ましい。アレイ内のプリズムの配置は、所望の光学性能を最大にするように
選択される。
【００９２】
　丸いプリズム頂点の輝度向上物品は通常、ゲインの減少をもたらす。しかしながら、高
屈折率の表面改質ナノ粒子の添加によって、丸いプリズム頂点の輝度向上物品からの損失
ゲインを補うことができる。
【００９３】
　図９は、平らなまたは平面プリズム頂点を有する光学要素の別の実施形態を示す。輝度
向上物品４３０は、両方とも基層４３２と一体に形成される、一対の反対側の表面４３４
、４３６を有する可撓性の基層４３２を特徴とする。表面４３４は、一連の突き出る光拡
散要素４３８を特徴とする。これらの要素は、層４３２と同じ材料から製造された表面に
おいて「平らなバンプ」の形状であってもよい。表面４３６は、基層４３２と一体に形成
された平らになったまたは平面ピーク４４０を有する直線プリズムのアレイを特徴とする
。これらのピークは、平らになった幅４４２および断面ピッチ幅４４４を特徴とし、そこ
で平らになった幅は断面ピッチ幅の約０～３０％に等しい場合がある。
【００９４】
　光を光導波路から抽出する別の方法は、フラストレーテッド内部全反射（ＴＩＲ）の使
用による。１つのタイプのフラストレーテッドＴＩＲにおいて光導波路はくさび形を有し
、光導波路の厚い縁上に入射する光線は光導波路の上面および底面に対して臨界角を達成
するまで内部全反射される。次に、これらの臨界角未満の光線が抽出されるか、または光
導波路から視射角において出力表面に、より簡単に屈折する。ディスプレイデバイスを照
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明するために有用であるために、次いで、これらの光線はディスプレイデバイスの視軸、
または出力軸に略平行に回転されなければならない。このターニングは通常、ターニング
レンズまたはターニングフィルムを用いて達成される。
【００９５】
　図１０～１２は、ターニングフィルムを備える照明デバイスを示す。ターニングフィル
ムは、耐久性ターニングフィルムを形成するための本明細書に開示された本発明の材料を
含有することができる。ターニングレンズまたはターニングフィルムは典型的に、入力平
面上に形成されたプリズム構造物を備え、入力平面は光導波路に隣接して配置される。出
力表面に対して通常３０度未満の視射角において光導波路を出る光線は、プリズム構造物
に当たる。光線は、プリズム構造物の第１の表面によって屈折され、プリズム構造物の第
２の表面によって反射されて、それらはターニングレンズまたはフィルムによって所望の
方向に、例えば、ディスプレイの視軸に略平行に誘導される。ターニングフィルムは、例
えば少なくとも０．５マイクロメートルおよび典型的に１０マイクロメートル以下の半径
を有する丸い頂点を有してもよい。
【００９６】
　図１０を参照して、照明システム５１０は、光学的に結合された光源５１２、光源反射
体５１４、出力表面５１８と裏側の表面５２０と入力平面５２１と末端表面５２２とを有
する光導波路５１６、裏側の表面５２０に隣接した反射体５２４、入力平面５２８と出力
表面５３０とを有する第１の光方向転換要素５２６、第２の光方向転換要素５３２、およ
び反射偏光子５３４を備える。光導波路５１６は、くさびまたはその改良であってもよい
。公知であるように、光導波路の目的は、光源５１２よりもずっと大きい領域にわたって
、およびより詳しくは、実質的に、出力表面５１８によって形成された全領域にわたって
光源５１２からの光の均一な分布を提供することである。光導波路５１６はさらに好まし
くは、小型の薄いパッケージにおいてこれらの課題を達成する。
【００９７】
　光源５１２は、光導波路５１６の入力平面５２１にエッジ結合されるＣＣＦＬであって
もよく、ランプ反射体５１４は、ランプキャビティを形成する、光源５１２の周りを囲む
反射フィルムであってもよい。反射体５２４は、光導波路５１６を支持し、効率的裏面反
射体、例えば、均等拡散または正反射フィルムまたは組合せであってもよい。
【００９８】
　エッジ結合光は、ＴＩＲによって閉じ込められて、入力平面５２１から端表面５２２の
方向に伝播する。前記光は、ＴＩＲのフラストレーションによって光導波路５１６から抽
出される。光導波路５１６内に閉じ込められた光線は、各々のＴＩＲバウンドによって、
くさび角度のために、上および下壁の平面に対するその入射角を増加させる。従って、最
終的に光は、ＴＩＲによってもう含有されないので、出力表面５１８および裏側の表面５
２０の各々から屈折する。裏側の表面５２０から屈折する光は、反射体５２４によって光
導波路５１６の方向におよび主にそれを通して正反射または拡散反射される。第１の光方
向転換要素５２６は、好ましい視方向に略平行な方向に沿って出力表面５１８を出る光線
を方向変換するように配列される。好ましい視方向は出力表面５１８に垂直であってもよ
いが、より典型的に、出力表面５１８に対して或る角度をなしている。
【００９９】
　図１１に示されるように、第１の光方向転換要素５２６は光透過光学フィルムであり、
そこで出力表面５３０は略平面であり、入力平面５２８はプリズム５３８、５４０および
５４２のアレイ５３６と共に形成される。また、第２の光方向転換要素５３２は光透過フ
ィルム、例えば、ミネソタ州、セントポールのミネソタ・マイニング・アンド・マニュフ
ァクチュアリング・カンパニーから入手可能な３Ｍ輝度向上フィルム製品（ＢＥＦＩＩＩ
として販売）などの輝度向上フィルムであってもよい。反射偏光子５３４は、無機ポリマ
ーコレステリック液晶反射偏光子またはフィルムであってもよい。適したフィルムは、共
にミネソタ・マイニング・アンド・マニュファクチュアリング・カンパニーから入手可能
である３Ｍ拡散反射偏光子フィルム製品（ＤＲＰＦとして販売）または正反射偏光子フィ
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ルム製品（ＤＢＥＦとして販売）である。
【０１００】
　アレイ５３６内に、各プリズム５３８、５４０および５４２は、その各々の隣接プリズ
ムと比較した時に異なる側面の角度で形成されてもよい。すなわち、プリズム５４０は、
プリズム５３８（角度ＡおよびＢ）、およびプリズム５４２（角度ＥおよびＦ）とは異な
った側面の角度（角度ＣおよびＤ）で形成されてもよい。図示されるように、プリズム５
３８は、角度ＡおよびＢの合計に等しいプリズム角度、すなわち、夾角を有する。同様に
、プリズム５４０は角度ＣおよびＤの合計に等しいプリズム角度を有するが、プリズム５
４２は角度ＥおよびＦの合計に等しいプリズム角度を有する。アレイ５３６は異なったプ
リズム角度に基づいた３つの異なったプリズム構造物を備えるように示されるが、実質的
に任意の数の異なったプリズムを用いてもよいことは理解されるはずである。
【０１０１】
　また、プリズム５３８、５４０および５４２は、共通のプリズム角度で、様々なプリズ
ムの向きで形成されてもよい。プリズム軸「ｌ」は、プリズム５３８について図１１に示
される。プリズム軸ｌは、プリズム５３８について示されるように、出力表面５３０に垂
直に配列されてもよく、またはプリズム５４０および５４２について、それぞれ、想像軸
（ｐｈａｎｔｏｍ　ａｘｅｓ）「ｌ+」および「ｌ-」によって示されるように光源の方向
にまたは光源から離れて出力表面に対して角度をなしていてもよい。
【０１０２】
　プリズム５３８、５４０および５４２は、プリズムの規則的反復パターンまたはクラス
タ５４３において図１１に示されたようにアレイ５３６内に配列されてもよく、アレイ５
３６は、同じプリズムに隣接した同じプリズムを有するように示されていないが、このよ
うな構成も使用されてもよい。さらに、アレイ５３６内に、プリズム５３８、５４０およ
び５４２は、プリズム構成５３８などの第１のプリズム構成からプリズム構成５４０など
の第２のプリズム構成等に連続的に変化してもよい。例えば、プリズム構成は、第１のプ
リズム構成から第２のプリズム構成に勾配をなして変化してもよい。あるいは、プリズム
は、図１１に示された構成と同様に、段階的に変化してもよい。各クラスタ５４３内に、
プリズムは、空間リプル周波数よりも小さいように選択される、プリズムピッチを有する
。同様に、クラスタは、規則的なクラスタピッチを有してもよい。プリズムアレイは図１
１に示されるように対称的であってもよく、またはプリズムアレイは非対称的であっても
よい。
【０１０３】
　図１１に示されたアレイ５３６は対称的構成を有するプリズムを有するが、光方向転換
要素５２６’内に形成された図１２に示されたアレイ５３６’などのプリズムのアレイを
用いてもよい。次いで図１２を参照すると、アレイ５３６’において、プリズム５３８’
は、例えば、角度Ｂ’に等しくない角度Ａ’を有する。同様にプリズム５４０’および５
４２’について、角度Ｃ’は、角度Ａ’および角度Ｄ’に等しくなく、角度Ｅ’は、角度
Ａ’、角度Ｃ’または角度Ｆ’のどれにも等しくない。アレイ５３６’は有利には、予め
決められた角度の単一ダイアモンドカッティング用具を用いて、および異なるプリズム角
度および対称なプリズムを各々カット製造するための用具を傾斜して形成されてもよい。
しかしながら、単一カッティング用具の使用によって、プリズム角度は同じになる、すな
わち、Ａ＋Ｂ＝Ｃ＋Ｄ＝Ｅ＋Ｆであることは理解されよう。
【０１０４】
　わずか２つの異なったプリズム構成がアレイ５３６内で使用されてクラスタになって配
列されてもよいが、光導波路５１６からの出力プロファイルの改良を行うために必要な数
のプリズムサイズを用いてもよいことは予想される。プリズムの側面の角度の変化の１つ
の目的は、可変量の光パワーを第１の光方向転換要素５２６に広げ、付加することである
。プリズム５３８、５４０および５４２の様々な構成が光導波路の入口開口の実質的に均
一なサンプリングを提供するのに役立ち、光導波路５１６から抽出された光の不均一性を
最小にする。最終結果は、光導波路５１６の入口端５２１の特に付近のリプル効果の効果
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的な最小化である。
【０１０５】
　本発明は、本明細書に記載された特定の実施例に限定されると考えられるべきでなく、
添付した特許請求の範囲に明確に示されるような本発明の全ての態様を包含するものと理
解されるべきである。様々な変更、等価の方法、ならびに本発明が適用可能である多数の
構造は、本明細書を検討すると当業者には容易に明らかとなろう。
【０１０６】
　実施例に示された全ての比率は、特に記載しない限り、質量パーセントである。
【実施例】
【０１０７】
実施例１－オリゴマーウレタン（メタ）アクリレート
　添加漏斗、温度プローブおよび機械撹拌機を備えた３首フラスコに、３１．２ｍｌの２
，２，４－トリメチルヘキサン１，６－ジイソシアネートおよび５０ｍｇのジブチル錫ジ
ラウレートを入れた。添加漏斗に３９．７５ｇの暖かいポリカプロラクトンジオール（Ｍ
ｎ．５３０）を入れ、次いでそれを５５～６０℃においてフラスコの内容物に添加した。
混合物を１４時間、６５℃において攪拌した。次に、フラスコを５５℃に冷却し、１８．
７ｍｌの２－ヒドロキシエチルメタクリレートと１００ｍｇのヒドロキノンモノメチルエ
ーテルとの混合物を、５４～５８℃の範囲の温度を維持しながら添加した。反応の完了に
よってオリゴマーウレタンジメタクリレートを生じるまで混合物を１０～１２時間、５５
℃において攪拌し、それを赤外分光分析法によって検証した。
【０１０８】
実施例２－コロイドシリカ分散体
　ナルコ２３２７（４００．００ｇ）を１リットルのエーレンマイヤー（Ｅｈｒｌｅｎｍ
ｅｙｅｒ）フラスコに入れた。１－メトキシ－２－プロパノール（４５０．０ｇ）、シラ
ンＡ１７４（１８．５４ｇ）、およびＰＥＧ２ＴＥＳ（９．１１ｇ）を一緒に混合し、攪
拌しながらコロイド分散体に添加した。フラスコの内容物を３つの３２オンスの封止ジャ
ーに注いだ。ジャーを１６時間、８０℃において加熱した。これによって、表面改質コロ
イドシリカナノ粒子「コロイドシリカ」（固形分２０．８％）の透明な低粘度分散体を生
じた。
「ＰＥＧ２ＴＥＳ」は、Ｎ－（３－トリエトキシシリルプロピル）メトキシエトキシエチ
ルカルバメートを指す。それは以下のように調製された。磁気撹拌棒を備えた２５０ｍｌ
の丸底フラスコに３５ｇのジエチレングリコールメチルエーテルおよび７７ｇのメチルエ
チルケトンを入れ、その後に、溶剤配合物のかなりの部分を回転蒸発させて水を除去した
。３－（トリエトキシシリル）プロピルイソシアネート（６８．６０ｇ）をフラスコに入
れた。ジブチル錫ジラウレート（約３ｍｇ）を添加し、混合物を攪拌した。反応は軽い発
熱を伴って進んだ。反応を約１６時間続け、その時に赤外分光分析法はイソシアネートを
示さなかった。溶剤およびアルコールの残りを９０℃において回転蒸発によって除去し、
やや粘性の流体として１０４．４６ｇのＰＥＧ２ＴＥＳを生じた。
【０１０９】
実施例３～１４
　サートマー・カンパニーから商品名「ＣＮ－９８５Ｂ８８」として市販されているオリ
ゴマーポリエステルウレタンジアクリレート４９．５部と実施例２の適切な量との混合物
を配合して５質量％のシリカ（実施例３）、１０質量％のシリカ（実施例４）、１５質量
％のシリカ（実施例５）、２０質量％のシリカ（実施例６）、および２５質量％のシリカ
（実施例７）、３０質量％のシリカ（実施例８）、３５質量％のシリカ（実施例９）、４
０質量％のシリカ（実施例１０）、４５質量％のシリカ（実施例１１）、５０質量％のシ
リカ（実施例１２）、５５質量％のシリカ（実施例１３）および６０質量％のシリカ（実
施例１４）を有する重合性組成物を提供することができる。重合性シリカ含有組成物を真
空ストリッピングすることができ、および０．５部の「ダロキュア（Ｄａｒｏｃｕｒ）４
２６５」（１－メトキシ－２－プロパノール中の１０％溶液の形）を添加することができ
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る。得られた組成物をビスフェノールＡポリカーボネートプラック上に１－メトキシ－２
－プロパノールからスピンコートし、単一「Ｈ」電球によって放射された紫外線に露光す
ることによって硬化することができる。
【０１１０】
実施例１５～２１
　様々な組成物をプロピレングリコールメチルエーテルアセテート中で実施例１のオリゴ
マージメタクリレート、実施例２のシリカナノ粒子分散体、光開始剤としての「ダロカー
４２６５」（０．５％）、およびヘキサンジオールジアクリレート（「ＨＤＤＡ」）の適
切な量から調製することができる。溶剤および水を除去した時に組成物は、以下の表Ｉに
示された量をもたらす。
【０１１１】
【表１】

【０１１２】
実施例１７－実施例１７を以下のように調製した。
　５００ｍｌのフラスコに、２３．７０ｇの実施例１のオリゴマージアクリレート、４．
１ｇのＨＤＤＡ、２０ｇのメトキシプロパノール、および７１ｇの実施例２のコロイドシ
リカを入れた。溶剤および水を回転蒸発によって除去した。５．００１ｇの得られた材料
、７．３７ｇのＨＤＤＡ、５．０７ｇの実施例１のオリゴマージアクリレート、および０
．１５１ｇのＴＰＯ－Ｌを３０ｍｌのガラス瓶に添加した。
【０１１３】
　実施例１７の重合性組成物を米国特許第５，１７５，０３０号明細書および米国特許第
５，１８３，５９７号明細書または２００３年５月１２日に出願された同日譲渡された米
国特許出願第１０／４３６３７７号明細書、および２００３年９月１２日に出願された米
国特許出願第１０／６６２，０８５号明細書に記載された微細構造輝度向上フィルムと同
様な微細構造輝度向上フィルムに作製した。
【０１１４】
　微細プリズム構造は、約５０マイクロメートルである隣接した頂点の間の平均距離を有
するプリズムの面の傾きによって画定された９０°の頂角を有した。プリズム頂上または
頂点は鋭く、プリズムパターンは、ビキュイティ（Ｖｉｋｕｉｔｉ）ＢＥＦ　ＩＩＩ９０
／５０として３Ｍカンパニーから市販されているプリズムパターンと同様であった。
【０１１５】
　得られた微細構造輝度向上フィルムのゲインを、カリフォルニア州、チャッツワースの
フォト・リサーチ社（Ｐｈｏｔｏ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，　Ｉｎｃ，Ｃｈａｔｓｗｏｒｔｈ
，ＣＡ）から入手可能なスペクトラスキャン（ＳｐｅｃｔｒａＳｃａｎ）（登録商標）Ｐ
Ｒ－６５０スペクトラカラリメーター（ＳｐｅｃｔｒａＣｏｌｏｒｉｍｅｔｅｒ）で測定
した。単一シートのゲインを測定するために、フィルム試料を切り分け、プリズムの溝が
テフロン（登録商標）ライトキューブの前面に平行であるようにフォスター（Ｆｏｓｔｅ
ｒ）ＤＣＲ　ＩＩ光源を用いてライトパイプ経由で照明されるテフロン（登録商標）（Ｔ
ｅｆｌｏｎ）ライトキューブ上に置いた。実施例１７の重合性組成物から製造されたフィ
ルムの単一シートのゲインは１．５２４であった。
【０１１６】
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実施例２２～２４
　以下の表ＩＩの実施例２２～３４は、調製されたさらに別のオリゴマーウレタン（メタ
）アクリレートベースの組成物である。実施例３５および３６は、調製することができる
さらに別の適した調合物を例示する。
【０１１７】
　実施例２２～３４のオリゴマーウレタン（メタ）アクリレート組成物の各々に実施例２
のシリカ分散体の適切な量を配合して、５質量％のシリカ、１０質量％のシリカ、１５質
量％のシリカ、２０質量％のシリカ、および２５質量％のシリカ、３０質量％のシリカ、
３５質量％のシリカ、４０質量％のシリカ、４５質量％のシリカ、５０質量％のシリカ、
５５質量％のシリカおよび６０質量％のシリカを有する重合性組成物を提供することがで
きる。テトラヒドロフルフリルアクリレート（ＴＨＦＡ）、フェノキシエチルアクリレー
トおよびイソボルニルアクリレート（ＩＢＯＡ）などの反応性希釈剤５質量％～３０質量
％をシリカ含有オリゴマーウレタン（メタ）アクリレート組成物の何れかに添加して、特
に、前記組成物がルー（Ｌｕ）およびルーらに前に記載された方法のために適しているよ
うに粘度を低減させることができる。
【０１１８】
　記載された重合性組成物（すなわち適した粘度を有する）を米国特許第５，１７５，０
３０号明細書および米国特許第５，１８３，５９７号明細書または２００３年５月１２日
に出願された同日譲渡された米国特許出願第１０／４３６３７７号明細書、および２００
３年９月１２日に出願された米国特許出願第１０／６６２，０８５号明細書に記載された
微細構造輝度向上フィルムと同様な微細構造輝度向上フィルムに作製した。
【０１１９】
　微細プリズム構造は、約５０マイクロメートルである隣接した頂点の間の平均距離を有
するプリズムの面の傾きによって画定された９０°の頂角を有することができる。プリズ
ム頂上または頂点は７μｍの半径の丸みを有することができ、または前記頂点が鋭く、商
品名「ビキュイティ（Ｖｉｋｕｉｔｉ）ＢＥＦ　ＩＩＩ９０／５０」として３Ｍカンパニ
ーから市販されている輝度向上フィルムのプリズムパターンと同様なプリズムパターンを
有することができる。
【０１２０】
　得られた微細構造輝度向上フィルムを前に記載されたような引掻きコントラスト比によ
って評価することができる。
【０１２１】
　得られた微細構造輝度向上フィルムのゲインを実施例１７に対して記載された試験方法
によって測定することができる。
【０１２２】
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【表２】

【図面の簡単な説明】
【０１２３】
【図１】バックライト付き液晶ディスプレイにおいての本発明の実例となる微細構造物品
の略図である。
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【図２】微細構造表面を有する実例となる重合構造物の斜視図である。
【図３】様々な高さのプリズム要素を有する実例となる微細構造物品の断面図である。
【図４】様々な高さのプリズム要素を有する実例となる微細構造物品の断面図である。
【図５】実例となる微細構造物品の断面図である。
【図６】プリズム要素が異なった高さであり、それらのベースを異なった平面に有する、
実例となる微細構造物品の断面図である。
【図７】実例となる微細構造物品の断面図である。
【図８】実例となる微細構造物品の断面図である。
【図９】実例となる微細構造物品の断面図である。
【図１０】ターニングフィルムを備える照明デバイスの略図である。
【図１１】ターニングフィルムの断面図である。
【図１２】別のターニングフィルムの断面図である。

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】



(27) JP 2008-535949 A 2008.9.4

10

20

30

40

【国際調査報告】
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